
ノミ・ダニ対策	 

	 

お外に出るワンちゃんや猫ちゃんは、ノミやダニがつく可能性がとても高いです。	 

ノミやダニがついてから駆除するのもひとつの方法ですが、定期的なお薬の投与がおすすめです。	 

	 

方法	 ：	 スポットタイプ・飲み薬タイプのお薬があります。	 

	 

	 

＜ノミの被害＞	 

◎ノミは体表面に寄生し、吸血します。大量寄生の場合、貧血を起こす可能性もあります。	 

◎ノミは瓜実条虫(サナダムシ)という、小腸に寄生し下痢や嘔吐の原因となる寄生虫を媒介する事も	 

あります。白いゴマ粒のようなものが糞便や肛門周辺に付着します。	 

◎ノミの吸血により犬や猫がアレルギー状態となり、激しい痒みや湿疹や脱毛といった皮膚炎を起こす

可能性があります。（ノミアレルギー性皮膚炎）	 

◎ノミは人間にも被害をおよぼします。刺されると激しい痒みが起こったり、ひどい場合はアレルギー

を起こして水ぶくれになることもありあます。	 

	 その他、猫ひっかき病という病気があり、これはノミが猫から猫へ媒介します。猫に症状は出ません

が、これに感染した猫にひっかかれたり咬まれたりすると、リンパ節が腫れて発熱や頭痛を起こして

しまいます。	 

	 

	 

＜ダニの被害＞	 

◎マダニは口を皮膚に突き刺し、接着剤の働きをする物質を注入し、口を固定します。そのためマダニ

を取り除くのは容易ではありません。	 

◎マダニによる吸血で大量寄生の場合、貧血を起こし死に至ることがあります。	 

◎マダニは様々な病気を媒介します。その中でも、犬バベシア症は赤血球にバベシア原虫が寄生し、	 

貧血や発熱を起こし、ひどい場合は死に至ることもある恐ろしい病気です。	 

◎ヒゼンダニ(疥癬)は激しい痒みがあり、皮膚炎・外耳炎を起こします。	 

◎ダニは人間にも寄生することがあります。	 
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